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1．背景・目的

2．介護保険レセプトデータ
⚫ 介護保険の費用請求の明細データ
→介護保険利用者の属性とサービス利用状況が分かる．

⚫ 本研究では，利用年月，匿名化された利用者ID，年齢，性別，要介護度，
福祉用具種目等を利用

⚫ 2017年10月以降はTAISコード（製品ごとに付けられたテクノエイド協会
福祉用具情報システム上の管理コード）も記載
→製品ごとの利用分析が可能になった．

※筑波大学田宮研究室が厚生労働省に申請し，入手した全国規模の介護
保険レセプトデータ(2006年度～2017年度，1000万人超) を用いて行った．

3．分析結果
3.1 歩行器利用者の利用期間

3.3 歩行器貸与利用者の機種変更の状況

4．まとめ

⚫ 対象期間：12年間（2006年4月から2018年3月）
⚫ 歩行器利用者数：約143万人
⚫ 平均：15.9ヶ月
⚫ 最長：144ヶ月（12年）
⚫ 最頻：2ヶ月（約16万人）

歩行器貸与利用期間別利用者数

3.4 歩行器の利用中止翌月のサービス利用

⚫ 対象期間：2017年10月から2018年3月
⚫ 対象：対象期間中に歩行器の利用を開始，か
つ終了した人

歩行器タイプの遷移パターン別利用者数

⚫ TAISコードにより歩行器全体だけでなく歩行器タイプごとという詳細な利用状況の把握が可能となった．
⚫介護保険サービスの歩行器利用者はレンタルという点を活用し，身体状況に応じて利用する福祉用具
や機種を変更することで，在宅生活の維持に繋げていることが考えられる．

⚫今後は，電動アシスト歩行器の利用効果を利用者の身体状況と関連付けて分析を進めていきたい．

3.2 歩行器タイプ別利用者数

⚫ 対象：2017年12月の歩行器利用者

※2006年度～2017年度の
全国介護保険レセプトから集計

介護保険における
福祉用具の利用者数

福祉用具利用者は増加しており，
特に歩行器の利用者は急増

⚫要介護認定された高齢者は介護保険制度を利用し，少ない費用負担で
13種目の福祉用具をレンタルできる．（電動アシスト歩行器も含む）

⚫電動アシスト歩行器の社会普及を実現するには，歩行器利用者の介護
保険制度の活用方法を把握することが重要である．

⚫本研究では，介護保険レセプトデータを用いて歩行器タイプごとの利用
状況を分析することを目的とした．

歩行器タイプ別利用者数

対象者
20,148名

複数機種利用者
961名

機種変更した者
389名

機種変更した製品が
特定できた者

381名

⚫ 対象：2018年2月に歩行器の利用を中止した人
⚫ 歩行器の利用中止後も介護保険サービスを利
用している人の割合：42%

主に利用されている福祉用具の内訳

主な介護サービス内訳

介護保険で貸与できる福祉用具

歩行器タイプ歩行器タイプ


